
側は第1璽頁椎の横突起に,3例は第1,第2両頚椎の横

突起に筋小束をだしていた｡特にその中の1側は筋腹が

大きくわかれ,M.splel加SceTVicisと名づけてもよい

と思われるほどだった｡

頭最長筋M･longisslmzLSCaPltl'S:起始では,caudal

end は約5-第7胸椎,Cranialendは第3-第4環

椎の横突起であった｡8側のうち4側は乳様突起内側の

近くにつく附着部近くで筋腹がうすい鮎性の浅層と筋性

の厚い深個に区別できたQまた M･longissimusEhoTaCIs

の滑き近くの筋股から巾約 5mmのうすい筋束が,頭骨

附殻部近くの (本)筋腹に楯状に存在するのが1体の両

側にみられた｡

Ejl半棚筋 M･semlspinaliscapiLis:Howelland

strausは,Rhestismonkeyで本筋を m.blvenLe'

cervEcLBと m･coTnPle∬zLSに区別しているが,ニホン

ザルの例では8側のうち 2側のみ区別可能であった｡

(NIshlは RhesusmonkeylOO側のうち29%可能と

のべている｡)また筋′J､束を乳様突起の内上方,M.diga-

SLrLczLJ のすぐ上に独立してだすのが1側にみられた｡

起りのcaudalendは第5-第7胸椎で,Cranialend

は約2-約3繁引佐の横突起であった｡

下m斜筋 JL･oblEgzLuSCaPiLisi,afeTio,:第2頚椎の

耕突起より起り,第1預椎の横突起に暫くが,上頭斜筋

M.oblLquu&capI'LL'ssupeTio,の後頭骨の着きの直下に

までその付きがのぴているのが1例にみられた｡

以上ニホンザル4体8側について頚部背筋群を観察し

た｡例数がすくないのにもかかわらず数多い変異がみら

れナこ点は‡五日に値する｡

以上45年戊共同利用研究を行った研究結果であるが.46年度共同利用

研究にも本qf'兜はひきつがれ,データをそろえたのち詳細を発表する予

定である｡なお本研究は46年度解剖学会関東支部会で発表の予定であ

る｡
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原等衰類の発育段階的研究

茂 原 信 生 (東 大･歯)

企虫目(主として日本産のヒミズモグラUT･OLhTinchzES

talpoides)と,分類学的位置に疑問の残るツパイ(コモ

ン･ツバイ Tupafaglis)の Softex線による投影に

よって,化骨年令を明らかにし,それと歯牙の所出によ

る年令区分とを比較する｡

これによって,ツバイならびにヒミズモグラの年令推

定を明確にし,両者の間における差異もしくは相似点を

明らかにする｡

霊長頬の生活様式とロコモーション

- その形態学的観点からの解明-

田 隅 本 生 (J･M･C')

文献資料の収集に,かなりの時間を要したが,ほぼ本

研究遂行上,必要かつ重要な50篇あまりの文献は盤偏さ

れ九o

46年2月下旬および3月下旬の2回にわたり,上京し

て方法論の討議を重ね,解剖学的 ･力学的観点からアプ

ロ-チすべく,資料の収集を開始したo

近い将来,この線に沿って研究成果を発表する予定で

ある｡

～ 1971年4月より,京大,理,動物｡

=ホンザル自然群でのロコモーションの

研究

石田英実約 ･伊沢放生…*

渡辺 毅榊

(…霊長研, … +J･M ･C)

ニホンザ/レは半地上性のサルといわれ,自然群におい

ては,樹上および地上を利用する生活形態をとってい

る.その中でいくつかのロコモーS/ヨン/tク-γが見出

されるが,それらが生活の中でいかなる<yalue>を有

するかを分析することは,ニホンザルの詔勅旨さ官の形態

を機能的に考察するうえで,あるいはまた適応という観

点からも重要である｡このような目的から,積雪期にお

ける地上と樹上の利用状況,および雪上でのロコモーシ

ョンの様態を中心として,白山自然群を対象に研究をお

こなった｡

木曽駒ヶ岳東面における,ニホンザル研

究保護のための基礎調査を含めた地域ポ

ピュレーショシの把握に関する研究

工 藤 樹 - (信 大･良)

現在,極少になった自然林における,ニホンザルの研
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究保諜林のため,初期調韮-ポビュV-yヨy把投の調

査を,45年10月5日から,10月18日の14日間にわたり,

木田的ケ応東面において行った.

ニホンザルとの抵触は,10月6日に中央西紋舟木駅東
方2.5km地点において,初めて発見した｡

同地氏とは糸河山 (1,867m)を中心にして,対向点

である,邪原水沢において,ニホンザルの声を確認して

おり,今その姿と声を確認した対象が同一のものとは,

舵かに断定し難いが,糸鞍山周囲においてほかなり,密

度が淡いものと思われる｡また,10月18日に,弛 ･尻斜

田において,柿を会したものと思われる｡以上の串をふ

まえ,舟木駅北釆 2kmの桟沢周囲においても.その痕

跡汲喋であゥた｡よって,､この調査から最少隈に報告で

きることは,糸河山と桟沢周囲に広がりをもつ2郡が,

少なくともいるのではないかと推察されるO

湯河原で群を中心とした離脱個体の移動

と繁殖について

村 松 正 敏

湯河原T群の個体数は'71･2月現在で104頭であっ

た｡社会性比率は年々低下し,'70･2月の35.7から71

･2月の15.2になった｡この低下はリーダーの交替を含

む放(adult)の舵脱に原因したものであゥた｡一方,

出産性比率は'67年から次矧 こ低下したが, この憤向は

隣接群のP群についても同様であった.しかしながら,

P群は℃7年以前に圧倒的に地の多かった ことからみ

て'ほぼニホンザルの一般的な数値になってきたといえ

ら.4年間の出産性比率はT群の81.3,P郡の100.0で

あった｡しかしP群については過去8年間の推定が可能

で,それによれは,133.3となっていた｡ ところで,地

の放脱に関して,従来までは6才～7才がt:I-クである

とされているが (河合),T群の場合には顔にイレズミ

のマーキングをした結果,4才未満で50%という結果を

得た｡この結果は過去3年においても同様に推定されて

いたものであり,6才未満になると,同年令の雄のうち

90%-100%の離脱が観察された｡マーキングされた4

才未満の離脱個体のうち,100%が近接群 (他3群に)

に加入していた｡しかし4才-10才未満の個体で既脱後

他部へ加入した例は3例にすぎなかった｡ところが,10

才以上の雄が艇脱した場合には,50%強が近接群に按近

し (セミソT)ク1)一的),搾脱後1年～3年で完全にメ

ンバ-として加入していた.(群れから忙脱して-定期

W後に他群に接近するので,1'70･6月から71･10月の

期間に腔脱した,T群の成姓のその後の消息は判明して

いない｡)

結局.各年次のT群の3才以上の蝕の全個体数をそれ

ぞれ100とした場合,過去5年間の年平均の離脱は17

で,加入は8であった｡

次に姓の群間交流が郡内酌を結果として退け,血の交

流がおこなわれるかという関田であるが,(ソ))クリ-

のブ1)-ディンF'･y一〆yにおける一時的な接近によ

る交尾例ではなく)他群から完全に加入した個体の配偶

関係を祝祭した結果,T郡加入の完成熱枕2餌について

は,若年発情雌との切令が応も多くみられ.ついで群れ

における中核的血緑系に屈する雌との関係が共流してみ

られた｡T群の血校系は大別して 4ク̀ルーブであゥた

が,最も順位の訪い血柁系出身の雄は叔下位の血椋系雌

と高い何度において配偶関係がみられた｡このことは郡

内の配偶関係が自己の血縁系を退け他の血縁系とにおい

て高い何度において成立することを示しており,群内配

偶柄迫の大事な横柄を示していると考えられる｡さらに
上位血縁系の成雌が応も個体数が多く長期郡内に残って

いる点を考促したとき,他群の加入旭が上位血柁系の成

雌と配偶関係をもっことは,恋味のあることであると考

えられる｡

湯河原における野生ニホンザルの社会生

態学的研究

岡 野 恒 也 (明盛大 ･人文･心理)

神奈川県揚河町典扱河原から箱取にかけて天照山群

(T群),パークウェイ群 (P群),広河原群 (H群),

およびすくも郡 (S郡)の4郡の野生ニホンザJt,が控息

し,このうちT,P,Hの3郡は典暢河原側の斜面に,

比較的接近して,行動域を充棟させながら接み分けてい

る｡1968年よりT群において尻に入れ墨のマークをつけ

て調べたところ,比較的若いオスが他の3群に入りこん

でいることが分かった｡･このように接近した群れでは,

テ1)t･1)-の境界は硬いものではなく,群れ落ちした若

いオスはかなり容易に他の群れに受け入れられるようで

ある｡

1970年秋から1971年にかけて,T群について次の研究

を行なった｡

(1)adultmaleの順位の確認 :例年群れは6月末よ

り11月まで遊牧に出る｡T群のトッ7●1)-メ-は1965年

以来 Jlr3であったが,1970年11月,餌場にもどった群

れからJir8は舵脱していた.1970年6月と12月のadult

maleのJEm位を表1に示す｡表中※印は,道牧中に群れ

から舵脱したものを示す｡6月には4位までがT)-ダ-

クヲスと認められたが,12月には,3位の Satoruま

でがリーダークヲスと認められた｡6月に10位でありた
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